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論 文 内 容 の 要 旨 
 民家は、気候風土、生業、生活などの諸条件に適応しながら歴史的に造り上げられてきたが、諸条件との関
わりにより地域的な特徴が生じる。とりわけ、江戸時代中期から後期の民家の成熟期に顕著な形で現れていっ
た｡近代以降は、その特質を受け継ぎながら、近代化という新たな要素が加味され、変容していくが、その過程
にも地域性があると考えられる。本論文は、このような視点に立ち、比較的、論じられることが少なかった、
紀州の民家の特性を明らかにしながら、近代以降の変容過程を生活史的に捉えることを目的とする。 
 本論の第１章「紀北、紀ノ川流域の食い違い三間取り形式を祖形とする農家住宅の平面構成の近代化過程」、
第２章「有田川及び貴志川中、上流域における日常的接客空間（アガリト）の成立と変容」、第３章「紀南にお
ける竈床上型の間取り形式の変遷過程は、紀北と紀中、紀南の３地域の農家住宅の平面構成の特性と変容につ
いて論じたものであり、先行調査報告書の『和歌山県の民家』で指摘されていた２系統以外の新たな発展系統
が存在することが明らかになった。さらに、いずれの地域も前座敷系統に属し、奥土間に面した部屋が土間に
張り出す特性をもち、南部にいくにしたがい機能のの重複が確認された。近代以降は住生活の複雑化・多様化
に対応するために機能が分化し、土間空間に新たな部屋を生み出していった｡平面構成の近代化は前土間も含め
た土間の床上化過程でもあった｡ 
 第４章「紀北の伝統的農家住宅における外観形式および室内意匠の変容過程」では、紀州でも最も先進的な
地域である紀北の農家住宅の外観形式と座敷意匠の格式性に着目し、特性と変容を「しころ葺き」屋根をもつ
住宅を対象に捉えた。その結果、近代以降、屋根形式や外観、座敷に格式化が進行し、昭和40年代には普及期
を迎えるが、泉州地域と比較すると装飾性が低く、新しい形式への移行時期も後追いしていることが判明した｡ 
 第５章「黒江漆器業の町家にみる居住形態の特性とその近代化による変容」と第６章「湯浅町の町並みと醤
油醸造業家屋の特質及びその近代的変容」では、紀州の伝統産業に関わる、町の空間構成と町家の特性と変容
を明らかにした。黒江は江戸時代初期に漆器生産地として、堀川を中心に計画的な町割が行われた漆器の町で、
町は漆器関係家屋で構成されていたが、職種により居住地のまとまりがみられた。湯浅では、幕末から近代初
頭には醸造家が町の中心部に大規模な土地を所有し、重厚な町並みを造り出していた｡町家は、一般に生活の場
と生業の場を併せ持つが、黒江の漆器業では都市における密住から主屋の２階が生産の場として活用され、湯
浅の醸造業では蔵が発達し、特徴的な町並みが形成される基礎となった。近代以降、湯浅では町の空間溝成や
生産の場の特性が温存されていくが、黒江では漆器業が近代化される過程で近世以来の独特の住まい方が失わ
れ、高度経済成長期以降は中心街区から漆器関係家屋が減退するなど、近代化の影響を色濃く受ける。 
第７章「紀州の自然風土条件と民家の防風雨装置及び屋敷構え」では、自然風土条件と屋敷構え、防風雨装
置の関わりを検討した。その結果、石垣で囲い、建物を低くおさえて建物相互で補完し合う屋敷構成や板囲い
を中心とした防風雨装置など、風雨に備える地域特性が明らかになった。昭和30年以降は、建築材料や建築技
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術の向上により、屋敷構えや防風雨装置から解放され、災害時の安全性を確保しながらも近代化の一指標であ
る室内の明るさを獲得し、居住性の向上が図られていく。 
 このように、近世から近代初頭には独自の様相を呈していた紀州の民家は、段階的に、複層的な過程を経な
がら変容していったが、とりわけ、昭和30年代以降の30年間に急激に近代化・画一化が進行する。いわゆる、
住まいの地方性が失われたといわれる時代である。しかしながら、そうした時代の転換期にあっても、紀州民
家の特性を保持しつつ、なおかつ時代の変革に即して変容を繰り返す、根強い地域特性が存在するといえる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は、畿内先進地帯に隣接する紀州の民家を取り上げ、自然・風土と生活・生業などの諸条件に適応し
て成立してきた近世民家の特徴をとらえ、近代以降における伝統の継承と変容の構造を、生活史的に解明する
ことを目的としたものである。 
 本論文は、序論、本論７章、結論からなる。第１章では紀北の紀ノ川流域における農家住宅の平面形態を取
り上げている。この地域の祖形はダイドコロが土間に張り出す食違い三間取りで、上層農家では近世末から近
代初頭に四間取りに発展し、明治・大正・昭和戦前期に四間取りが普及した。戦後になって、昭和20年代後半
に中廊下の導入、同30年代に応接間、40年代に炊事場のＤＫ化の普及があり、40年代後半に玄関ホール・中
廊下型の平面が成立した。さらに50年代に居間や個室の洋風化が進み、60年代に前面に居間が配され、近世
の間取りを脱した新たな形式が確立された。以上のように、近代化に伴う変容の過程を、多数の調査事例を通
して克明に追跡している。 
 第２章は、紀伊山地の貴志川中・上流域と有田川上流域の農家住宅の出入口に設けられた「アガリト」の成
立・変容・解体を通して近代化の過程を考察している。この地域の伝統的な住生活は、ダイドコロに食事・団
欒の家族生活と日常的な接客が集中していたが、近代になって日常的な接客空間が分化し、アガリトが成立し
た。アガリトは明治末期に上層農家に登場し、昭和20年代後半から30年代に広く普及した。その後、紀ノ川
流域より遅れて昭和50年代に床上ＤＫが普及し、玄関ホールや応接間をもった間取り形式が成立して、その歴
史的な役割を終えている。 
 第３章は、紀南の熊野地方の農家住宅に見られる、床上に竈を据えた炊事場空間に着目し、その特性と変容
を解明している。土間に張り出した板間（カッテ）は、炊事、食事、団欒そして日常的な接客の機能を兼ねて
いたが、昭和30年代後半から40年代に竈が土間へ移され、カッテから炊事行為が分化した。同40年代半ばか
ら50年代には奥土間が床上ＤＫ化され、土間側に日常的な接客用のゲンカンの間が成立し、カッテは家族生活
の場としての独立性が確保された。紀南の農家住宅の近代化は、カッテの機能分化と形態的な変化に凝縮され
ることを指摘している。 
 第４章は、紀州の先進地域である紀北、紀ノ川流域の農家住宅の外観形式と座敷意匠の格式性に着目し、錣
（しころ）葺きの屋根をもつ住宅を対象にその特性と変容を把握し、さらに和泉山脈を挟んだ泉州地域と比較
して、独自性と共通点を考察している。錣葺き住宅には、中２階建の「本錣」と平屋建で入母屋屋根の流れ面
の途中に熨斗瓦で段差をつけた「巴錣」がある。同じ錣葺きでも紀北は反り屋根、泉州はむくり屋根で、また
泉州は落ち棟や破風を設ける傾向が強く、紀北は比較的地味な外観になっている。さらに座敷飾りは、床の間、
書院、長押など伝統的な意匠が多用されるが、新しい形式の導入時期は、泉州がより早く、紀州が遅いことな
どを指摘している。 
 第５章は、黒江漆器業の町家を取り上げ、近世における居住形態の特性と近代化による変容を解明している。
黒江は、江戸時代初期に計画的な町割りが行われ、宅地割は小規模で比較的均一である。一般の町家は表に職
空間、奥に居住空間を配した職住一致の住居であるが、漆器製造の塗師屋や絵屋では、主屋の２階を作業場と
し、生産空間と生活空間が上下階に分化する住生活が行なわれたことを明らかにしている。これは輪島など他
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の漆器生産地にはない黒江独特のもので、高密度居住を余儀なくされた黒江の都市性を物語っている。昭和30
年代になって塗師屋や絵屋で作業場の独立や周辺地域への移設が進行し、昭和40年代には新しい漆器団地に集
団移転した。現在は伝統的な漆器製造の町家は仕舞屋になり、歴史的な町並みとして注目されている。 
 第６章は、醤油醸造業を産業とする有田郡湯浅町を取り上げ、歴史資料と現状調査によって住空間の特性と
変容を考察している。湯浅は 16世紀末に町が開発され、17世紀前期には「人家千戸」にまで発展し、19世紀
前期には紀北では和歌山城下に次ぐ人口を擁していた。湯浅の醤油醸造は、江戸時代には藩の保護を受けて発
展し、明治時代には町の北半分に醤油醸造業者が集中し、表通りに面して町家と醤油蔵が連なった重厚な町並
みが造り出された。醤油の醸造では、室（ムロ）、仕込み蔵、詰場などの工程別に分化した蔵が配置されていた。
湯浅では、19 世紀末から20 世紀初頭にかけて旧市街地の外周に新たな町場が形成され、旧市街地では、醤油
醸造業の大型の町家や土蔵、関連業種の建物が残り、歴史的な町並みの保存・活用が進められている。 
 第７章は、紀州の自然風土条件と民家の外部構成要素や防風雨装置との関係を論じている。紀伊半島は日本
有数の多雨地域で、横殴りに吹きつける風雨から家屋を守る工夫が施された。紀中沿岸部はセキイ夕と呼ばれ
る板囲いが中心であるが、紀伊山地では、石垣で屋敷の周囲を囲み、建物を低く抑えて建物相互で補完し合い、
家屋の軒先にはアマヨケイタを付け、杉皮の屋根材を置石で押さえるなど、様々な工夫が施された。昭和 30
年代から50年代にかけて、屋根材がトタンや瓦に変化し、建具も雨戸とガラス戸の組み合わせやアルミサッシ
戸に替わり、吹き込みを緩和する小庇の普及や外装の変化など、紀州独特の防風雨装置の変容が進行した。し
かし、アマヨケイタは消滅傾向にあるが、セキイタは姿を変えながら継承されるなど、その変容過程は複雑で、
単線的に捉えることはできない。 
 以上、本論文は、紀州民家の地方性と近代化に伴う変容過程について考察を加えたものである。日本の民家
研究は、古くは民俗学の分野で先鞭がつけられ建築学の分野では昭和40年代に文化庁の民家緊急調査が実施さ
れ、多くの民家が文化財に指定されて保存措置が講じられた。紀州の民家についても、昭和42年度に和歌山県
下の民家緊急調査が行なわれ、江戸時代の間取り形式の分類とその発展模式図が提示されている。また市町村
史の編纂が進み、個別地域の事例紹介は相当数にのぼる。しかし、民家緊急調査は未調査の市町村があって県
下を網羅しておらず、さらに近代以降の民家は調査対象になっていない。本論文は、こうした先行研究を土台
に、30年間にわたる地道な資料調査の成果に立って、紀州民家の多様な存在形態を、近世から近代・現代に至
る通史として捉えた労作である。その成果は、民家研究に新たな分野を開拓し、生活科学・家政学の居住環境
学分野にとどまらず、生活学・民俗学・建築史学の研究にも大きく寄与するものと高く評価できる。 
 日本の民家は、多様な自然や風土、生活や生業によって豊かな地方色が育まれ、それが特色とされてきた。
しかし、近代社会の中では、着実に画一化が進行している一方で、伝統の良さを再評価する動きも根強く存在
する。伝統の継承と変容をめぐる動向は、きわめて現代的な課題といえる。本論文は、民家の生活に視点をお
いて、この課題を歴史的に解明したものとして評価されるべきであろう。 
 審査委員会はこうした評価に基づき、本論文を博士（学術）の学位を授与するに値するものと認定した。 
 
